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採取し，magnetic beads を用いて lineage depletion




この樹状細胞と autologous lymphocyte を共培養
する系で，flow cytometric assay,ELISAによる cy-
tokine 濃度の測定およびNK細胞活性を観察し
た．
結 果
樹状細胞との共培養により，細胞数は増加，主に
NK細胞が著増していた．上清中の IL-12濃度は共
培養系で最も高かったが，IL-12中和抗体を用いて
も，NK細胞の増加抑制は一部分にしか認められな
かった．また，IFN-αも増加したが，これは，IL-12
抗体により，完全に抑制された．NK細胞活性は，
共培養より増強された．これらの作用は transwell
を用いて，樹状細胞とリンパ球とを非接着状態にす
ることで，認められなくなった．
結論および今後の展望
末梢血単球およびCD34陽性細胞から誘導された
樹状細胞は，腫瘍抗原提示以外にも，直接リンパ球
と接着することでNK細胞を増加させ，その活性を
先進医療セミナー
―６８―
増強することが判明した．今後，この接着のメカニ
ズムを解明すると共に，化学療法後のアジュバント
テラピーとして，特異的および非特異的な癌免疫療
法へと展開していきたい．
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